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授業を通して感じた TAの役割

1. はじめに

火曜日の 3限、金曜日の 2限、 4限にフランス語

初級 Iの授業の TA をさせていただきました。本学

における TAの役割の 1つに、 「大学院生に対する教

育指導能力についてのトレーニングの場を提供し大

学院生に対する修学のための支援を行う」と規定さ

れていますが、前期の授業を通して TA をしていて

感じたことを述べていきたいと思います。

2. 授業の様子と TAの仕事

授業では先生の講義の他に、毎授業の始めに実施

される小テスト、授業内で適宜行われるリスニング

や文法、活用形の練習などがありました。学生ば潰

れない PCでの作業や外国語の特殊文字に苦戦しな

がら授業に取り組んでおり、授業終了後も先生に質

問したり、私のところに勉強方法を尋ねにきたり、

分からないところを聞きに来たりと積極的な姿勢が

とても印象的でした。4月、 5月あたりではぎこちな

かった学生たちも徐々に打ち解け始め、先生のジョ

ークに笑ったり、 学生側から発言したりと、とても

良い雰囲気で授業が進みました。TAとしては実際に

授業そのものに関わることはあまりなく、小テスト

の採点や機械操作の補助、時折学生の手伝いを

する、というものが主な仕事でした。

3. 学生の姿勢

多くの学生にとって初めて英語以外の外国語を学

ぶ授業であったと思いますが、慣れない外国語に最

初はとまどっていた学生も、徐々に小テストで高得

点を出したりと平均点も安定していきました。小テ

ストの中にコメント欄があり、自由記述であるその

コメント欄にも期末試験が近づくにつれて、 「勉強し

ました。自信あります。」や「なんか掴めてきました。」

という前向きなメッセージが増加しました。こちら

もコメントの質問に答えたり、どこに気をつけなけ

角谷祐科（言語文化研究科 言語文化専攻）

ればならないのか助言していたことも重なり、嬉し

いのと少しほっとしたという気持ちを抱いたことを

覚えています。期末試験のみという授業が多い中、

中間試験を実施したことで学生のモチベーションが

下がらず、逆に危機感を覚えてやる気を出した学生

もおり、どのクラスの学生もとても一生懸命勉強し

ていました。また、その努力の結果が、徐々に難易

度が上がっていく小テストにも明確に反映され、 TA

としてとても嬉しく感じると共に、 学生の熱心さに

対する驚きもありました。

4. TAという立場から

私自身、外国語の授業の TAは初めてということ

もあり、 学生と上手にコミュニケーションが取れる

かなど心配なこともありましたが、 学生の積極性に

助けられていました。直接私が授業で何かを発する

ことはありませんでしたが、小テストの採点、コメ

ント欄に書かれたメッセージに返事をするという作

業から、 学生と関わりを持つ機会がありました。小

テストの採点が自分自身の復習になり、さらに先生

の授業方法から各単元の教え方など、いかに学生に

分かりやすく、かつ考えてもらうかということを、

教える側の立場からも学ぶことができました。授業

を通して、 1年生の授業というものは他学年の授業

と達い、 学生側も友人を作りながら、そして大学の

授業にも慣れながら、という手探り状態なのだ、と

いう印象を受けました。特に 2つ以上の学科が同時

に受けている授業は、同じ学科同士の友人としか関

わらないことも多く、TAという立場にいる自分自身

が橋渡しの役割を担うべきだということを強く感じ

ました。TAという立場は先生の授業の進め方や生徒

とのコミュニケーションの取り方、など指導側の立

場から見ることができるので、実際に教壇に立つ事

はなくても今後自分自身が授業を持つ際に活かせる

ことが多くあるという印象を受けました。また、 学
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生からの本音も聞く事ができ、 学生側も先生に聞く

のは少しためらわれるという質問も TAなら尋ねる

ことができる、ということがあるようなので、この

良い意味で中間的立ち位置を上手く活かし、より質

問しやすい雰囲気を作ることも TAの役割の一つで

あると感じました。

5. まとめ

TAは先生と学生の中間のような存在であり、どち

らの立場でも物事を捉えることができるので、それ

ぞれの立場からの長所短所を垣間みることができま

した。また、 学生とコミュニケーションを取る機会

から、単に質問に答えるだけでなく、答え方や声の

掛け方で学生のモチベーションをいかにあげるかと

いうことをとても意識しました。実際に授業を行う

ことがなくても、 「教育指導能力のトレーニング」と

いう意味では、 TAは大いに役立つものであり、回数

を重ねることで気がつくことも多々あるかと思いま

す。

今回、 TAという貴重な経験をさせていただき、教

師という立場からも学生という立場からも授業を考

えることができたというこの経験をこの先、活かし

ていきたいと思います。
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